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当コンテンツは群馬県医師会からの委託により当研究会が作成しました。



医療介護専用SNS「メディカルケアステーション（MCS)」を使った
多職種ネットワーク構築の手順をご紹介します。



「メディカルケアステーション（ＭＣＳ）」とは
多職種ネットワークのための医療介護専用ＳＮＳ

※メディカルケアステーションはエンブレース株式会社により提供されています。

１ 招待方式で患者単位の多職種チーム作りが可能

３

２

無料

特徴

チャット形式でコミュニケーションが可能



ステップ1 事前準備

・運用ルール規定の作成
（セキュリティ、患者同意方法、招待ルールなど）

多職種ネットワーク構築ステップ

ステップ２ 全ユーザーグループを作成

・地域の多職種を全員招待して顔の見える関係作る

ステップ３ 患者グループを作成

・患者のグループを作成し連携したい多職種を招待



ステップ1 事前準備
https://allgungun.gunma.med.or.jp （群馬県医師会により提供）

医師会が提供する運用ポリシー
に基づいて運用の準備を行う。

・セキュリティ
・オプトインによる患者同意
・システム利用上の注意点 等

～ 運用ポリシーの確認 ～



山田太郎
医師（山田在宅クリニック）

ステップ２ 自由グループの作成 ～ 地域の顔の見える関係 ～

ＭＣＳの地域の多職種全ユーザーグループ例
地域の多職種連携の責任者により
多職種全ユーザーグループを作成する

・地域全体で共有したい情報や
運用ポリシーなどを共有する

・地域での会議の議事録をアップする

地域の多職種ユーザーを招待する

顔写真を掲載しＭＣＳ上でも顔の見える
関係を作る



ステップ３ 患者グループの作成 ～ 患者チーム作り ～

MCSの患者グループ

患者に関わる多職種を招待する
（管理権限者による承認後通知される）

地域の運用ポリシーに基づいて、
患者グループを作成する



多職種連携を円滑に行う５つのポイント

「了解」ボタン、画像（褥瘡、手書き）添付を活用する３

電話（緊急時）や対面（デリケートな内容）も併用４

連携効果が見込める患者から登録する１
（変化のある患者、多くの職種で情報共有する必要のある患者等）

電話,ＦＡＸなどのやり取りの多い多職種から招待する２
（定期的に経過情報を送ってくる施設、薬剤師との残薬の管理等）

必要に応じて利用頻度などを決める５
（１日１回ログイン、勤務時間内のみ利用等）



栃木県「つるカフェ」でのＭＣＳ利用ルール事例

・ 利用ルールをＭＣＳで共有

・ 簡潔に、無理に使いすぎないよう注意

・ 対面での対話との併用も

※：栃木県ではＭＣＳをどこ連（どこでも連絡帳）の愛称で運用している。




